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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第62期
第３四半期
連結会計期間

第61期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 83,375 28,606 104,150

経常利益 (百万円) 1,631 632 1,767

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,089 374 1,032

純資産額 (百万円) ― 14,611 14,864

総資産額 (百万円) ― 56,527 51,253

１株当たり純資産額 (円) ― 584.86 595.17

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 43.62 14.98 41.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 25.8 29.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 990 ― 247

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △361 ― △109

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △285 ― △278

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 2,896 2,553

従業員数 (名) ― 245 246

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 245

(注) 従業員数は就業人員であります。

なお、定年再雇用者・嘱託員・海外現地社員及び社外からの受入社員（計58名）を除いております。　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 243

(注) 従業員数は就業人員であります。

なお、定年再雇用者・嘱託員・出向者・海外現地社員及び社外からの受入社員（計60名）を除いております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社及び連結子会社は各種物品の販売を行っており、生産実績はありません。
　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における工事関係の受注実績は次のとおりです。

受注高（百万円） 受注残高(百万円)

　　　　　　　　　　　　　 148 528

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 金額(百万円)

化学品部門 12,555

紙パルプ部門 5,281

機能材部門 5,252

環境部門 5,517

合計 28,606

 (注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1)業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した金融危機が実体経済にもその影

響を及ぼし、世界同時不況の広まりと輸出企業を中心とした企業業績や雇用情勢の悪化、さらには個人消

費の一層の減退などにより、景気の減速傾向が顕著になってまいりました。 

　当社グループに関係の深い化学工業界は、国内需要の減退とアジア需要の成長鈍化により、供給過剰が

懸念される石油化学製品を中心に秋口から減産が余儀なくされるなど、経営環境は一段と厳しい状況で

推移いたしました。 

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、コア事業の強化・拡大と、成長分野への挑戦を柱

とする中期経営計画の達成に向けた取組みを推進してまいりました。コア事業では、ソーダ製品などの無

機薬品、有機薬品及び合成樹脂製品の売上拡大に努めてまいりました。また、成長分野への挑戦では、重点

戦略課題として取り上げた海外事業、エレクトロニクス及び環境ソリューションなどの各分野への取組

みを積極的に推進してまいりました。 

　この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高28,606百万円、営業利益606百万円、経常利益632

百万円、四半期純利益374百万円となりました。 

　 

　部門別の営業概況は次のとおりであります。

化学品部門

無機薬品につきましては、か性ソーダ、ソーダ灰及び次亜塩素酸ソーダなどのソーダ製品は、市況の回

復により売上は伸長いたしましたが、塩酸は減少いたしました。その他無機薬品では、マンガン化合物及

び水酸化マグネシウムは、市況の回復と数量の増加により売上は増加いたしましたが、メッキ薬品は減少

いたしました。 

　有機薬品につきましては、エチレングリコール及び界面活性剤は売上が伸長いたしましたが、フッ素系

ファインケミカルは減少いたしました。 

　この結果、化学品部門全体といたしましては、売上高は12,555百万円となりました。 

 

紙パルプ部門

パルプ関連薬品につきましては、か性ソーダは市況の回復により売上は増加いたしました。また、塩素

酸ソーダは漂白代替品として数量、金額ともに伸長いたしましたが、硫酸は減少いたしました。 

　抄紙薬品につきましては、新聞用紙の中性紙化により生石灰は伸長いたしました。 

　塗工薬品につきましては、加工澱粉類は数量、金額ともに減少いたしましたが、製紙用ラテックス及び炭

酸カルシウムは伸長いたしました。 

　この結果、紙パルプ部門全体といたしましては、売上高は5,281百万円となりました。 
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機能材部門

合成樹脂原料につきましては、ポリエチレン樹脂は売上が増加いたしましたが、ポリプロピレン樹脂、

ポリウレタン樹脂及び弗素樹脂は数量、金額ともに減少いたしました。 

　合成樹脂製品につきましては、雨水貯留槽などの成形品や発泡製品の売上が減少いたしました。 

　包装資材製品につきましては、ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム及び包装用フィルム・

シートは売上が伸長いたしました。 

　機器・材料につきましては、粉粒体機器が海外向けに伸長いたしました。 

　この結果、機能材部門全体といたしましては、売上高は5,252百万円となりました。 

 

環境部門

大気汚染防止関連薬品につきましては、消石灰は数量、金額ともに減少いたしましたが、尿素は伸長い

たしました。また、重金属キレート剤は伸び悩みました。 

　水処理薬品につきましては、か性ソーダ及び次亜塩素酸ソーダは売上が増加いたしましたが、高分子凝

集剤は減少いたしました。 

　土木関連薬品につきましては、地震対策用の液状化防止薬品は減少いたしました。 

　環境機器関連・装置につきましては、溶剤回収装置及び排ガス処理装置の売上が増加いたしました。 

　この結果、環境部門全体といたしましては、売上高は5,517百万円となりました。 

 

(2)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,896百万円

となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は817百万円となりました。これは税

金等調整前四半期純利益が649百万円でありましたが、売上債権の増加が4,765百万円、仕入債務の増加

が4,932百万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は69百万円となりました。これは主

に有形固定資産の取得による支出127百万円、その他の収入48百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は135百万円となりました。これは主

に配当金の支払額137百万円によるものであります。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式                                  100,000,000

計                                  100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,168,000同左
東京証券取引所　　市
 場 第 一 部

単元株式数 1,000株

計 25,168,000同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ― 25,168 ― 3,762 ― 3,116

　

　

(5) 【大株主の状況】

   　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

― ―
普通株式　192,000

完全議決権株式(その他)
普通株式　      

24,749 ―
24,749,000

単元未満株式 普通株式　227,000 ― ―

発行済株式総数 25,168,000― ―

総株主の議決権 ― 24,749 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権１個）が　

　　含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式293株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）  東京都中央区日本橋
192,000― 192,000 0.76

ソーダニッカ株式会社 三丁目６番２号

計 ― 192,000― 192,000 0.76

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 412 415 410 402 391 369 326 329 348

最低(円) 369 380 380 380 352 318 245 284 310

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,896 2,553

受取手形及び売掛金 ※１
 43,350

※１
 37,145

商品 853 736

その他 489 359

貸倒引当金 △66 △67

流動資産合計 47,524 40,727

固定資産

有形固定資産 ※２
 1,749

※２
 1,706

無形固定資産 39 20

投資その他の資産

投資有価証券 6,280 8,067

その他 1,003 754

貸倒引当金 △69 △24

投資その他の資産合計 7,214 8,798

固定資産合計 9,003 10,525

資産合計 56,527 51,253

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 33,966 27,602

短期借入金 5,000 5,000

未払法人税等 327 474

引当金 171 324

その他 780 442

流動負債合計 40,245 33,843

固定負債

退職給付引当金 676 709

その他 993 1,835

固定負債合計 1,670 2,545

負債合計 41,916 36,388

純資産の部

株主資本

資本金 3,762 3,762

資本剰余金 3,130 3,127

利益剰余金 6,961 6,159

自己株式 △48 △48

株主資本合計 13,805 13,001

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 714 1,770

繰延ヘッジ損益 △9 △6

土地再評価差額金 99 99

為替換算調整勘定 0 △0

評価・換算差額等合計 805 1,863

純資産合計 14,611 14,864

負債純資産合計 56,527 51,253
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　　【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日

   至 平成20年12月31日)

売上高 83,375

売上原価 78,100

売上総利益 5,275

販売費及び一般管理費

運賃諸掛 850

給料及び手当 1,201

貸倒引当金繰入額 44

賞与引当金繰入額 142

役員賞与引当金繰入額 29

退職給付費用 105

その他 1,355

販売費及び一般管理費合計 3,728

営業利益 1,546

営業外収益

受取利息 6

受取配当金 144

その他 34

営業外収益合計 185

営業外費用

支払利息 62

売上割引 26

その他 12

営業外費用合計 101

経常利益 1,631

特別利益

移転補償金 391

特別利益合計 391

特別損失

本社移転費用 ※
 115

投資有価証券評価損 26

特別損失合計 141

税金等調整前四半期純利益 1,880

法人税、住民税及び事業税 672

法人税等調整額 118

法人税等合計 791

四半期純利益 1,089
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 28,606

売上原価 26,768

売上総利益 1,838

販売費及び一般管理費

運賃諸掛 273

給料及び手当 303

賞与引当金繰入額 142

役員賞与引当金繰入額 9

退職給付費用 30

その他 473

販売費及び一般管理費合計 1,232

営業利益 606

営業外収益

受取利息 2

受取配当金 56

その他 4

営業外収益合計 63

営業外費用

支払利息 20

売上割引 8

その他 7

営業外費用合計 37

経常利益 632

特別利益

貸倒引当金戻入額 27

特別利益合計 27

特別損失

本社移転費用 3

投資有価証券評価損 6

特別損失合計 10

税金等調整前四半期純利益 649

法人税、住民税及び事業税 191

法人税等調整額 83

法人税等合計 275

四半期純利益 374
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,880

減価償却費 140

貸倒引当金の増減額（△は減少） 44

退職給付引当金の増減額（△は減少） △32

受取利息及び受取配当金 △151

支払利息 62

移転補償金 △391

移転費用 115

売上債権の増減額（△は増加） △6,252

たな卸資産の増減額（△は増加） △117

仕入債務の増減額（△は減少） 6,302

その他 △169

小計 1,433

利息及び配当金の受取額 151

移転補償金の受取額 391

利息の支払額 △79

移転費用の支払額 △92

法人税等の支払額 △812

営業活動によるキャッシュ・フロー 990

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △137

投資有価証券の取得による支出 △13

貸付金の回収による収入 40

敷金及び保証金の差入による支出 △304

その他 53

投資活動によるキャッシュ・フロー △361

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △6

自己株式の売却による収入 8

配当金の支払額 △287

財務活動によるキャッシュ・フロー △285

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 342

現金及び現金同等物の期首残高 2,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,896
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　　会計処理の変更

 

(1)「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準委員会 平成18年7月5日 企業会計基準第9号)を第1

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、

低価法から原価法(収益性の低下による簿価の切下げ

の方法)に変更しております。この変更に伴う損益に与

える影響は軽微であります。

 

(2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会 平成

18年5月17日 実務対応報告第18号) を第1四半期連結

会計期間から適用しております。これによる影響は軽

微であります。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　たな卸資産の評価方法　

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関

しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。

　

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結

会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

    

　　当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

    該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　101百万円
 
 ※２　有形固定資産減価償却累計額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,008百万円
 

※１　受取手形割引高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　100百万円　
　　　　　　　　　　　　　　
 ※２　有形固定資産減価償却累計額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,015百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
　第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

 ※　本社移転費用の内訳は次のとおりであります。
 

　固定資産除却損

　建物 16百万円

　工具器具備品 1

　小計 18

　仲介手数料 25

　什器備品の購入 39

　移転作業費用等 32

　 計 115

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表の現金及び預金勘定は一致しておりま

す。
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（ 自 平成20年４月１

日 至 平成20年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 25,168,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 184,748

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 149 6.00平成20年３月31日 平成20年６月23日

平成20年11月６日
取締役会

普通株式 利益剰余金 137 5.50平成20年９月30日 平成20年12月１日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　なお、為替予約取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しているため、注記の対象から除いており

ます。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

  該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）において当社及び連結子会社は、国内及び海外におけ

る各種商品、加工品等の売買を行う商社といわれる業種に従事しております。

　従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）において、全セグメントの売上高の合計に占める日本

の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）において、海外売上高は連結売上高の10％未満のた

め、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

584.86円 595.17円

　

　（注）１株当たり純資産額算定の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 14,611 14,864

普通株式に係る純資産額(百万円) 14,611 14,864

差額の主な内訳(百万円) ― ―

普通株式の発行済株式数(千株) 25,168 25,168

普通株式の自己株式数(千株) 184 193

1株当たり純資産額の算定に用いられた　　　　　　　　　　
普通株式の数 (千株)

24,983 24,974

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 43.62円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―　円

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２ １株当たり四半期純利益算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,089

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,089

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,977
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 14.98円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２ １株当たり四半期純利益算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 374

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 374

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,982

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年2月10日

ソーダニッカ株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　二ノ宮　　隆　  雄　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　田　　眞 之 助　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソー

ダニッカ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソーダニッカ株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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